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(百万円未満切捨て)
１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 72,598 4.4 5,237 △1.2 5,816 1.5 4,238 6.9

2023年３月期 69,540 17.2 5,299 20.3 5,728 17.2 3,963 6.7
(注) 包括利益 2024年３月期 5,710百万円( 7.9％) 2023年３月期 5,293百万円( 49.6％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 465.52 － 8.9 9.3 7.2

2023年３月期 435.30 － 9.1 9.8 7.6

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 64,240 49,676 77.2 5,449.41

2023年３月期 60,944 45,558 74.7 4,996.70
(参考) 自己資本 2024年３月期 49,618百万円 2023年３月期 45,498百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 6,498 △2,981 △1,692 9,798

2023年３月期 2,244 △2,821 △1,488 7,885

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 － 77.00 － 98.00 175.00 1,593 40.2 3.7

2024年３月期 － 75.00 － 112.00 187.00 1,702 40.2 3.6

2025年３月期(予想) － 71.00 － 118.00 189.00 40.0

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 35,000 △1.2 2,200 △6.3 2,300 △11.2 1,600 5.6 175.72

通 期 72,000 △0.8 4,900 △6.4 5,400 △7.2 4,300 1.4 472.25



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期 9,384,728株 2023年３月期 9,384,728株

② 期末自己株式数 2024年３月期 279,448株 2023年３月期 278,983株

③ 期中平均株式数 2024年３月期 9,105,480株 2023年３月期 9,105,843株

(参考) 個別業績の概要

１．2024年３月期の個別業績（2023年４月１日～2024年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 46,792 4.4 3,255 0.1 4,806 5.4 3,896 14.5

2023年３月期 44,821 17.9 3,252 18.4 4,562 12.4 3,403 7.7

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期 427.95 －

2023年３月期 373.73 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 55,758 42,628 76.5 4,681.75

2023年３月期 52,620 39,549 75.2 4,343.35

(参考) 自己資本 2024年３月期 42,628百万円 2023年３月期 39,549百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、「添付資料」４ページ「(４)今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における国内経済は、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが「５類感染症」へ移行されたこ

とで、社会・経済活動は一層の正常化に向かい、インバウンド需要も増加したことにより景気は緩やかに回復いたしま

した。しかしながら、人手不足や為替相場の変動、原材料・エネルギー価格の高騰など、先行きについては依然として

不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは、2024年度を最終年度とする中期経営計画「New Foundation for the Future」

の達成に向け、「原料調達・製造・販売・開発・物流」全部門の連携を強化し、①成長を支える設備・人財投資、②グ

ループ経営基盤及び連携の強化、③海外ミックス粉事業の面展開と小麦粉の輸出拡大、④美味しさと健康を軸とした製

品ラインナップの拡充、⑤「主食を通じた食と健康の課題解決」につながる新規事業機会の創出、の５つの重点戦略に

取り組んでまいりました。

当社グループの当連結会計年度の業績につきましては、小麦粉販売価格改定の影響やケンタッキーフライドチキンを

主軸とする外食事業が好調だったことを受けて、売上高は725億9千8百万円（前年同期比4.4％増）の増収となりまし

た。利益面につきましては、市況が好調だった副産物に支えられて売上総利益は増加しましたが、人件費等営業費用の

増加に伴い営業利益では若干の減益となりました。また、経常利益は受取保険金や為替差益などを営業外収益に計上し

た結果、58億1千6百万円（前年同期比1.5％増）と増益になり、固定資産の売却益が投資有価証券評価損を上回った結

果、親会社株主に帰属する当期純利益については、42億3千8百万円（前年同期比6.9％増）の増益となりました。

(前年同期間比) (単位：百万円)

2023年3月期 2024年3月期 前年同期差 前年同期比

売上高 69,540 72,598 3,058 4.4％

営業利益 5,299 5,237 △62 △1.2％

経常利益 5,728 5,816 87 1.5％

親会社株主に
帰属する
当期純利益

3,963 4,238 274 6.9％

〔セグメント別営業概況〕

①製粉及び食品事業 (単位：百万円)

2023年3月期 2024年3月期 前年同期差 前年同期比

売上高 59,376 61,374 1,997 3.4％

営業利益 4,775 4,691 △84 △1.8％

「製粉及び食品事業」につきましては、外国産小麦の政府売渡価格改定は４月改定では5.8％の値上げ、10月改定では

11.1％の値下げとなり、それぞれ昨年６月と１月に業務用小麦粉の価格改定を実施しました。売上高は値上げ期間の小

麦粉販売が堅調に推移したことに加えて、市況価格が高止まりした副産物及びコロナ禍後の人流回復に伴う外食・行楽

需要によるプレミックス粉の好調な販売に支えられた結果、前年同期比3.4％増の613億7千4百万円となりました。営業

利益につきましては、市況が好調だった副産物が利益を押し上げましたが、人件費等営業費用の増加に伴い、前年同期

比1.8％減の46億9千1百万円となりました。

②外食事業 (単位：百万円）

2023年3月期 2024年3月期 前年同期差 前年同期比

売上高 10,029 11,089 1,060 10.6％

営業利益 333 365 32 9.6％

「外食事業」の㈱さわやか（当連結対象期間１月～12月）につきましては、コロナ禍後、外食需要が回復する中で、主

力のケンタッキーフライドチキンでのキャンペーンの奏功・デリバリー需要伸長等により、売上高は前年同期比10.6％

増の110億8千9百万円となり、営業利益も前年同期比9.6％増の3億6千5百万円の増収増益となりました。
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③運送事業 (単位：百万円）

2023年3月期 2024年3月期 前年同期差 前年同期比

売上高 2,031 2,002 △28 △1.4％

営業利益 149 132 △17 △11.6％

「運送事業」の日東富士運輸㈱につきましては、バラ製品及び袋物製品の配送数量が減少したこともあり、売上高は前

年同期比1.4％減の20億2百万円、営業利益も前年同期比11.6％減の1億3千2百万円の減収減益となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における資産、負債、純資産の状況は以下のとおりです。

(単位：百万円）

2023年3月期 2024年3月期 比較

流動資産 32,103 32,411 307

固定資産 28,841 31,829 2,988

資産計 60,944 64,240 3,295

流動負債 11,384 10,295 △1,089

固定負債 4,002 4,269 267

負債計 15,386 14,564 △822

純資産 45,558 49,676 4,117

負債・純資産計 60,944 64,240 3,295

当連結会計年度の当社グループの総資産は、前連結会計年度末に比べ32億9千5百万円増加し、642億4千万円となりま

した。

流動資産は324億1千1百万円で、短期貸付金（キャッシュ・マネジメント・システムによる実質的な現金及び現金同等

物）や受取手形及び売掛金が増加した一方、原材料及び貯蔵品が減少したこと等により、前年度末に比べ3億7百万円増

加しました。固定資産は318億2千9百万円で、生産設備・倉庫設備等の更新・改修による有形固定資産の増加や投資有価

証券の時価評価による増加等により、前年度末に比べ29億8千8百万円増加しました。この結果、資産合計は642億4千万

円となり、前年度末に比べ32億9千5百万円増加しました。

流動負債は102億9千5百万円で、支払手形及び買掛金が減少したこと等により、前年度末に比べ10億8千9百万円減少し

ました。固定負債は42億6千9百万円で、繰延税金負債の増加等により、前年度末に比べ2億6千7百万円増加しました。こ

の結果、負債合計は145億6千4百万円となり、前年度末に比べ8億2千2百万円減少しました。

純資産は利益剰余金の増加等により、前年度末に比べ41億1千7百万円増加し、496億7千6百万円となりました。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度に比べ2.5％増加して77.2％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

現金及び現金同等物の期末残高は97億9千8百万円となり、前連結会計年度末から19億1千3百万円増加しました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益に減価償却費等を加算した額から、棚卸資産及び売

上債権の増減額、法人税等の支払い等により、64億9千8百万円となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により、△29億8千1百万円となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により△16億9千2百万円となりました。

なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標の推移は下記の通りであります。

2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

自己資本比率（％） 74.3 75.6 74.6 74.7 77.2

時価ベースの自己資本比率（％） 53.4 66.6 73.7 67.1 75.4

キャッシュ・フロー

対有利子負債比率（年）
0.1 0.2 0.3 0.3 0.1

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 1,331.8 1,005.3 689.4 794.9 2,412.8

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

２．株式時価総額は、期末株価終値×当社の期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出しております。

３．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を

対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用して

おります。

（４）今後の見通し

「製粉及び食品事業」につきましては、ウクライナや中東等を巡る地政学的な要因により、エネルギーや小麦などの

資源や穀物価格が大幅に変動するリスクが続くなど、この先も難しい事業運営が予想されますが、市場競争力を強化し

企業価値の一層の向上を図って参ります。

「外食事業」では、原材料価格や人件費などの外的コストは上がっていくと想定される一方で、消費者の嗜好の変化

に伴う客単価の向上や、インバウンド需要増加に伴う客数の増加といったプラスの要素も見込めるようになっておりま

す。また、消費者の食の安心・安全に対する意識も一段と高まっており、お客様から継続的に支持される店舗運営に注

力して参ります。

海外の経済や物価の動向、資源価格の動向、企業の賃金及び価格設定行動など、わが国の経済や物価を巡る不確実性

はきわめて高い状況が続くなど、当社グループを取り巻く環境は大きく変化していますが、「原料調達・製造・販売・

開発・物流」が一体となり、徹底した効率の追求と競争力の強化に取り組むとともに、三菱商事グループ各社との連携

強化や、㈱増田製粉所との開発・営業面でのシナジー効果をさらに増加させることにより、この変化を業績拡大へ繋げ

るべく最大限努力していく所存です。

このような中、2025年3月期（2024年度）につきましては、連結売上高720億円（対前期比0.8％減）、連結経常利益54

億円（対前期比7.2％減）、親会社株主に帰属する当期純利益43億円（対前期比1.4％増）の業績を見込んでおります。
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（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

利益配分につきましては、株主の皆様への利益還元を重要課題の一つとして認識しております。各事業年度の業績の

状況と将来の事業展開を総合的に勘案し、安定的かつ継続的な配当の維持を基本としつつも、「2024中期経営計画” New

Foundation for the Future”」の最終年度である2025年3月期迄は、連結ベースの配当性向40％以上をもう一つの基準

とし、株主の皆様のご期待にこたえて参りたいと考えております。また、引き続き、研究開発や生産設備の増強、販

売・物流体制の強化など将来の事業展開に必要な資金需要に備えるために内部留保の充実にも努めることにしておりま

す。

なお、当社は、会社法第459条第１項の規定に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配当等を行うことができる旨

を定款に定めております。

当事業年度の期末配当金につきましては、普通配当を１株当たり112円とし、これにより年間では、中間配当金と合わ

せて１株当たり187円の配当となります。次期につきましては、引き続き上記配当方針に沿って株主の皆様に報いるよう

努力して参ります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間比較の可能性を考慮し、当面は日本基準を採用していく方

針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,101 1,561

受取手形及び売掛金 10,099 10,613

商品及び製品 3,071 3,394

原材料及び貯蔵品 9,901 8,018

短期貸付金 6,872 8,240

その他 1,063 591

貸倒引当金 △7 △7

流動資産合計 32,103 32,411

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,806 6,485

機械装置及び運搬具（純額） 4,417 4,995

土地 4,647 4,658

建設仮勘定 264 171

その他（純額） 468 446

有形固定資産合計 15,604 16,757

無形固定資産

のれん 13 -

その他 507 495

無形固定資産合計 520 495

投資その他の資産

投資有価証券 9,329 10,353

差入保証金 814 790

退職給付に係る資産 2,171 2,900

繰延税金資産 139 173

その他 309 404

貸倒引当金 △48 △45

投資その他の資産合計 12,716 14,577

固定資産合計 28,841 31,829

資産合計 60,944 64,240
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,154 4,905

短期借入金 500 400

未払法人税等 841 1,019

賞与引当金 581 647

役員賞与引当金 29 37

その他 3,277 3,285

流動負債合計 11,384 10,295

固定負債

繰延税金負債 2,937 3,256

役員退職慰労引当金 99 44

退職給付に係る負債 322 307

資産除去債務 504 519

その他 137 141

固定負債合計 4,002 4,269

負債合計 15,386 14,564

純資産の部

株主資本

資本金 2,500 2,500

資本剰余金 4,049 4,049

利益剰余金 34,603 37,266

自己株式 △474 △477

株主資本合計 40,677 43,339

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,467 5,327

繰延ヘッジ損益 2 0

為替換算調整勘定 295 434

退職給付に係る調整累計額 55 517

その他の包括利益累計額合計 4,820 6,279

非支配株主持分 59 57

純資産合計 45,558 49,676

負債純資産合計 60,944 64,240
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（２）連結損益及び包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 69,540 72,598

売上原価 53,613 56,008

売上総利益 15,926 16,589

販売費及び一般管理費

販売手数料 805 885

販売運賃 2,832 2,907

貸倒引当金繰入額 0 0

給料及び手当 2,479 2,590

賞与引当金繰入額 264 325

役員賞与引当金繰入額 29 37

退職給付費用 58 78

役員退職慰労引当金繰入額 21 8

賃借料 786 814

のれん償却額 21 10

その他 3,325 3,694

販売費及び一般管理費合計 10,626 11,352

営業利益 5,299 5,237

営業外収益

受取利息 10 20

受取配当金 113 133

固定資産賃貸料 236 233

受取保険金 - 120

その他 156 141

営業外収益合計 517 648

営業外費用

支払利息 2 2

租税公課 2 6

為替差損 60 -

海外子会社駐在員に係る源泉所得税負担額 10 25

その他 11 35

営業外費用合計 88 69

経常利益 5,728 5,816
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 1 387

投資有価証券売却益 8 -

協力金収入 72 -

特別利益合計 82 387

特別損失

固定資産売却損 1 -

固定資産除却損 71 61

減損損失 59 92

投資有価証券評価損 - 236

企業年金基金脱退損失 - 24

その他 - 12

特別損失合計 132 426

税金等調整前当期純利益 5,678 5,777

法人税、住民税及び事業税 1,640 1,827

法人税等調整額 61 △297

法人税等合計 1,701 1,529

当期純利益 3,976 4,248

（内訳）

親会社株主に帰属する当期純利益 3,963 4,238

非支配株主に帰属する当期純利益 13 9

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,277 860

繰延ヘッジ損益 1 △2

為替換算調整勘定 169 142

退職給付に係る調整額 △132 462

その他の包括利益合計 1,316 1,462

包括利益 5,293 5,710

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 5,273 5,697

非支配株主に係る包括利益 19 12
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,500 4,049 32,115 △474 38,190

当期変動額

剰余金の配当 △1,475 △1,475

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,963 3,963

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△0 △0

当期変動額合計 2,487 △0 2,487

当期末残高 2,500 4,049 34,603 △474 40,677

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 3,189 0 132 188 3,510 51 41,753

当期変動額

剰余金の配当 △12 △1,487

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,963

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,277 1 163 △132 1,310 19 1,329

当期変動額合計 1,277 1 163 △132 1,310 7 3,804

当期末残高 4,467 2 295 55 4,820 59 45,558
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,500 4,049 34,603 △474 40,677

当期変動額

剰余金の配当 △1,575 △1,575

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,238 4,238

自己株式の取得 △2 △2

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 2,663 △2 2,661

当期末残高 2,500 4,049 37,266 △477 43,339

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 4,467 2 295 55 4,820 59 45,558

当期変動額

剰余金の配当 △14 △1,590

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,238

自己株式の取得 △2

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

860 △2 138 462 1,458 12 1,471

当期変動額合計 860 △2 138 462 1,458 △1 4,117

当期末残高 5,327 0 434 517 6,279 57 49,676
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 5,678 5,777

減価償却費 1,405 1,534

減損損失 59 92

のれん償却額 21 10

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △2

賞与引当金の増減額（△は減少） △70 64

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12 8

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △57 △56

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10 △14

退職給付費用（組替調整分） △67 △7

受取利息及び受取配当金 △124 △153

受取保険金 - △120

支払利息 2 2

投資有価証券売却損益（△は益） △8 -

投資有価証券評価損益（△は益） - 236

固定資産売却損益（△は益） △0 △387

固定資産除却損 71 61

協力金収入 △72 -

企業年金基金脱退損失 - 24

売上債権の増減額（△は増加） △1,336 △505

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,861 1,575

その他の流動資産の増減額（△は増加） △366 454

仕入債務の増減額（△は減少） 157 △1,254

その他の流動負債の増減額（△は減少） 247 618

その他 △25 △54

小計 3,648 7,901

利息及び配当金の受取額 124 153

利息の支払額 △2 △2

保険金の受取額 - 120

協力金の受取額 72 -

企業年金基金脱退による支払額 - △24

法人税等の支払額 △1,604 △1,649

その他 6 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,244 6,498



日東富士製粉株式会社(2003) 2024年３月期 決算短信

13

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △84 87

有形固定資産の取得による支出 △2,551 △3,248

有形固定資産の売却による収入 2 403

無形固定資産の取得による支出 △70 △38

投資有価証券の取得による支出 △19 △20

投資有価証券の売却による収入 26 -

差入保証金の差入による支出 △20 △19

差入保証金の回収による収入 1 45

その他 △105 △190

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,821 △2,981

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） - △100

配当金の支払額 △1,475 △1,575

自己株式の取得による支出 △0 △2

非支配株主への配当金の支払額 △12 △14

その他 △0 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,488 △1,692

現金及び現金同等物に係る換算差額 147 87

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,918 1,913

現金及び現金同等物の期首残高 9,804 7,885

現金及び現金同等物の期末残高 7,885 9,798
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数及び名称

7社 日東富士運輸㈱、㈱さわやか、隅田商事㈱、㈱増田製粉所、兼三㈱

NITTO-FUJI INTERNATIONAL VIETNAM CO.,LTD.、NittoFuji International (Thailand) Co.,Ltd.

(2) 非連結子会社の数及び名称

該当事項はありません。

２ 持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち㈱さわやか及びNITTO-FUJI INTERNATIONAL VIETNAM CO.,LTD.の決算日は2023年12月31日であ

り、連結財務諸表の作成にあたっては同日現在の財務諸表を使用しております。

なお、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

４ 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券

ａその他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主として移動平均法により算定)

市場価格のない株式等

主として移動平均法による原価法

②棚卸資産

ａ商品及び製品

主として総平均法による原価法

(収益性の低下による簿価切下げの方法)

ｂ原材料及び貯蔵品

移動平均法による原価法

(収益性の低下による簿価切下げの方法)

③デリバティブ取引により生ずる債権及び債務

時価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）

機械装置については、主として定額法、その他は定率法を採用しております。

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物

附属設備及び構築物については、定額法によっております。

なお、主な耐用年数は、次のとおりであります。

建物及び構築物 ３～60年

機械装置及び運搬具 ２～15年
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②無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間(５年)に基づく定額法を採用して

おります。

③リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率による計算額を、貸倒懸念債権等につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金

従業員及び執行役員に支給する賞与に充てるため、支給見込額基準による繰入額を計上しております。

③役員賞与引当金

役員の賞与の支払に備えるため、当連結会計年度における支給見込額を計上しております。

④役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しておりましたが、当社は、2023年

５月19日開催の取締役会において、2023年６月29日開催の定時株主総会終結の時をもって役員退職慰労金制度を

廃止することを決議し、同株主総会において役員退職慰労金の打ち切り支給について承認可決されました。これ

に伴い、「役員退職慰労金引当金」を取崩し、打ち切り支給額の未払金39百万円を流動負債の「その他」に含め

て表示しております。一部の連結子会社は、役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額

を計上しております。

(4)重要な収益及び費用の計上基準

収益の計上基準

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）及び「収益認識に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針30号 2020年3月31日）を適用しており、約束した財又はサービスの支配が顧客

に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

①製粉及び食品事業

小麦粉・ふすま・ミックス粉・食品等の販売取引については、製品及び商品を取引先に引き渡した時点で、当

該商品の支配が顧客に移転し、履行義務が充足されたと判断して収益を認識しております。対価については、履

行義務の充足時点から概ね２ヵ月以内に受領しております。

②外食事業

ケンタッキーフライドチキン等の外食事業については、商品をお客様に提供した時点で、当該商品の支配が顧

客に移転し、履行義務が充足されたと判断して収益を認識しております。対価については、原則履行義務の充足

時点で受領をしております。

③運送事業

運送事業については、運送サービスを完了した時点で、履行義務が充足されたと判断して収益を認識しており

ます。対価については、履行義務の充足時点から概ね２カ月以内に受領しております。
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(5) 退職給付に係る会計処理の方法

従業員の退職給付及び執行役員の退職慰労金に備えるため、従業員については当連結会計年度末における退職

給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当連結会計年度末において発生していると認められる額を、また執行

役員については内規に基づく期末要支給額を計上しております。

①退職給付見込額の期間帰属方法

当社従業員の退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法

については、給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異は、５年による定額法により按分した額を発生の翌連結会計年度から当該年数にわたって費

用処理することとしております。

③小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額

を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(6) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。

なお、在外子会社の資産、負債、収益及び費用は、在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換算し、

換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めております。

(7) 重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段・・・為替予約

ヘッジ対象・・・外貨建予定仕入取引

③ヘッジ方針

為替予約取引は、外貨建仕入予定取引の為替変動リスクをヘッジするため行うものとしております。

④ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ手段とヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、ヘッジ開始時及びその後も継続して、相場変動又

はキャッシュ・フロー変動を完全に相殺するものと想定できるため、高い有効性があるものとみなし、ヘッジの

有効性評価を省略しております。

(8) のれんの償却方法及び償却期間

５年間で均等償却しております。

(9) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲連結

キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び容

易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資からなっております。

(10)その他連結財務諸表作成のための重要な事項

資産に係る控除対象外消費税等の会計処理

資産に係る控除対象外消費税及び地方消費税は当連結会計年度の費用として処理しております。
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(連結貸借対照表関係)

１．有形固定資産減価償却累計額

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

35,993百万円 36,833百万円

２．偶発債務

下記の借入金に対して、次のとおり保証を行っております。

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

従業員 6百万円 0百万円

(連結損益及び包括利益計算書関係)

１．一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費

前連結会計年度 当連結会計年度

550百万円 595百万円

２．固定資産売却益の内容

前連結会計年度 当連結会計年度

機械装置及び運搬具 1百万円 3百万円

土地 － 〃 384 〃

その他(工具器具備品) 0 〃 － 〃

計 1百万円 387百万円

３．固定資産売却損の内容

前連結会計年度 当連結会計年度

建物及び構築物 0百万円 －百万円

機械装置及び運搬具 0 〃 － 〃

その他(工具器具備品) 0 〃 － 〃

計 1百万円 －百万円

４．固定資産除却損の内容

前連結会計年度 当連結会計年度

建物及び構築物 20百万円 21百万円

機械装置及び運搬具 5 〃 2 〃

その他(工具器具備品他) 2 〃 0 〃

除却費用 43 〃 35 〃

計 71百万円 61百万円
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５．減損損失

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

用途 種類 金額 場所

外食事業店舗
（連結子会社5物件）

建物及び構築物 43百万円

東京都杉並区・板橋区・
小金井市・多摩市・
神奈川県平塚市

機械装置及び運搬具 3百万円

有形固定資産その他
（工具器具備品）

5百万円

無形固定資産その他
（電話加入権、営業権）

2百万円

投資その他の資産その他
（長期前払費用）

4百万円

計 59百万円

外食事業店舗につきましては、資産のグルーピングは、各店舗毎に行っております。

減損損失を計上した店舗は、収益性が著しく低下したため帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

を特別損失に計上しております。

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しておりますが、上記物件については、実質的な価値はない

と考え、正味売却価額をゼロと評価しております。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

用途 種類 金額 場所

外食事業店舗
（連結子会社9物件）

建物及び構築物 83百万円

東京都北区・練馬区・
中野区・東久留米市・
町田市・小金井市・
神奈川県厚木市・
埼玉県川口市・
群馬県太田市

機械装置及び運搬具 4百万円

有形固定資産その他
（工具器具備品）

2百万円

無形固定資産その他
（電話加入権）

0百万円

投資その他の資産その他
（長期前払費用）

1百万円

計 92百万円

外食事業店舗につきましては、資産のグルーピングは、各店舗毎に行っております。

減損損失を計上した店舗は、収益性が著しく低下したため帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

を特別損失に計上しております。

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しておりますが、上記物件については、実質的な価値はない

と考え、正味売却価額をゼロと評価しております。
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６．その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

その他有価証券評価差額金

当期発生額 1,841百万円 1,003百万円

組替調整額 － 〃 236 〃

税効果調整前 1,841百万円 1,240百万円

税効果額 △563 〃 △379 〃

その他有価証券評価差額金 1,277百万円 860百万円

繰延ヘッジ損益

当期発生額 2百万円 △3百万円

税効果額 △0 〃 1 〃

繰延ヘッジ損益 1百万円 △2百万円

為替換算調整勘定

当期発生額 169百万円 142百万円

退職給付に係る調整額

当期発生額 △124百万円 673百万円

組替調整額 △67 〃 △7 〃

税効果調整前 △191百万円 665百万円

税効果額 58 〃 △203 〃

退職給付に係る調整額 △132百万円 462百万円

その他の包括利益合計 1,316百万円 1,462百万円
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 9,384,728 － － 9,384,728

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 278,833 150 － 278,983

(注) 自己株式の増加は、単元未満株式の買取りによるものであります。

３ 新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

2022年５月６日
取締役会

普通株式 774 85.00 2022年３月31日 2022年６月13日

2022年11月１日
取締役会

普通株式 701 77.00 2022年９月30日 2022年12月２日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年５月８日
取締役会

普通株式 利益剰余金 892 98.00 2023年３月31日 2023年６月12日
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 9,384,728 － － 9,384,728

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 278,983 465 － 279,448

(注) 自己株式の増加は、単元未満株式の買取りによるものであります。

３ 新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

2023年５月８日
取締役会

普通株式 892 98.00 2023年３月31日 2023年６月12日

2023年10月31日
取締役会

普通株式 682 75.00 2023年９月30日 2023年12月４日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年５月７日
取締役会

普通株式 利益剰余金 1,019 112.00 2024年３月31日 2024年６月10日

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

現金及び預金 1,101百万円 1,561百万円

預入期間が3か月を超える定期預金 △84 〃 － 〃

短期貸付金（注） 6,867 〃 8,237 〃

現金及び現金同等物 7,885百万円 9,798百万円

（注）親会社（三菱商事㈱）が同一であるグループ会社（三菱商事フィナンシャルサービス㈱）が運営するＣＭＳ

（キャッシュ・マネジメント・サービス）によるものであります。

(収益認識関係)

１ 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載の通りであります。

２ 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は「（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）４．会計方針に

関する事項 (4)重要な収益及び費用の計上基準」に記載の通りであります。

３ 残存履行義務に配分した取引価格

当社グループは、個別の予想契約期間が１年を超える重要な取引はありません。また、顧客との契約から生じる

対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、当社及び㈱増田製粉所が、小麦その他農産物等を原料として小麦粉・ふすま・ミックス粉・食

品等の製造を行い、総代理店の三菱商事㈱や隅田商事㈱・兼三㈱ほかの特約店等を通じて販売しております。また、

㈱さわやかが、ケンタッキーフライドチキン等のファーストフード店舗経営を行い、日東富士運輸㈱が、当社の原

料小麦及び製品の運送を行っております。

したがって、当社グループは、製品及びサービスを基礎とした事業別セグメントから構成されており、「製粉及

び食品事業」、「外食事業」、「運送事業」の３つを報告セグメントとしております。

各報告セグメントの製品及びサービスは以下のとおりであります。

製粉及び食品事業・・・ 小麦粉・ふすま・ミックス粉・食品等

外食事業・・・・・・・ ケンタッキーフライドチキン等

運送事業・・・・・・・ 運送業

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高又は振替高は市場実勢

価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
連結

財務諸表
計上額製粉及び

食品事業
外食事業 運送事業 計

国内事業（注３） 56,669 10,027 147 66,845 － 66,845

海外事業（注３） 2,694 － － 2,694 － 2,694

顧客との契約から生じる収益 59,364 10,027 147 69,540 － 69,540

売上高

外部顧客への売上高 59,364 10,027 147 69,540 － 69,540

セグメント間の内部
売上高又は振替高

11 1 1,883 1,896 △1,896 －

計 59,376 10,029 2,031 71,436 △1,896 69,540

セグメント利益 4,775 333 149 5,258 41 5,299

セグメント資産 57,741 3,421 1,404 62,567 △1,622 60,944

その他の項目

減価償却費 1,106 206 92 1,405 － 1,405

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,620 271 62 2,954 － 2,954

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２ セグメント利益は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 所在地別の売上収益は、事業拠点の所在地を基礎として分類しております。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
連結

財務諸表
計上額製粉及び

食品事業
外食事業 運送事業 計

国内事業（注３） 58,613 11,088 149 69,850 － 69,850

海外事業（注３） 2,748 － － 2,748 － 2,748

顧客との契約から生じる収益 61,361 11,088 149 72,598 － 72,598

売上高

外部顧客への売上高 61,361 11,088 149 72,598 － 72,598

セグメント間の内部
売上高又は振替高

12 1 1,853 1,867 △1,867 －

計 61,374 11,089 2,002 74,466 △1,867 72,598

セグメント利益 4,691 365 132 5,189 48 5,237

セグメント資産 60,821 3,709 1,416 65,946 △1,705 64,240

その他の項目

減価償却費 1,237 221 75 1,534 － 1,534

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,236 346 66 2,648 － 2,648

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２ セグメント利益は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 所在地別の売上収益は、事業拠点の所在地を基礎として分類しております。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益及び包括利益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しており

ます。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

三菱商事㈱ 10,929 製粉及び食品事業

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益及び包括利益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しており

ます。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

三菱商事㈱ 11,748 製粉及び食品事業

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計
製粉及び
食品事業

外食事業 運送事業 計

減損損失 － 59 － 59 － 59

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計
製粉及び
食品事業

外食事業 運送事業 計

減損損失 － 92 － 92 － 92
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計
製粉及び
食品事業

外食事業 運送事業 計

（のれん）

当期償却額 － 21 － 21 － 21

当期末残高 － 13 － 13 － 13

(注) 外食事業において、のれんの減損損失2百万円を計上しております。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計
製粉及び
食品事業

外食事業 運送事業 計

（のれん）

当期償却額 － 10 － 10 － 10

当期末残高 － － － － － －

(注) 外食事業において、事業譲渡損失（連結損益計算書上は特別損失のその他）を計上しており、その際にのれんが

3百万円減少しております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 4,996.70
円

5,449.41
円

１株当たり当期純利益 435.30
円

465.52
円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 3,963 4,238

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

3,963 4,238

普通株式の期中平均株式数(株) 9,105,843 9,105,480

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


